
「おいしいふくい食べきり運動」に関するアンケート調査結果 

 
平成２０年２月２１日に「おいしいふくい食べきり運動」協力店４２９店を対象にアンケート

調査を実施したところ、８９店から回答をいただきました。（単位は原則として店数です。） 
 
問 1 店舗形態（ ）内％ 

（1）業務形態 
ホテル 旅館 料理店 ﾚｽﾄﾗﾝ 居酒屋 食堂 その他 

7 
（8） 

21 
（22） 

17 
（18） 

9 
（9） 

7 
（7） 

22 
（23） 

12 
（13） 

（2）料理形態 
和食 洋食 中華 麺類 寿司 定食類 その他 
57 
（47） 

17 
（14） 

7 
（6） 

16 
（13） 

3 
（2） 

16 
（13） 

6 
（5） 

 
問２ 食べ残しを減らす工夫として行っている取り組みについて（複数回答可） 

16

10

10

18

24

24

42

46

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

その他

取り分けのサービスを行っている

食べきりの声かけをしている

「小盛できます」などを店内に表示している

ハーフサイズや小盛りメニューを設定している

飲食の進み具合を見ながら一品ずつ提供している

お客の構成を聞き、適量の料理を提供している

持ち帰り用として料理を提供している

 
 

問３ 食べ残しの実態等について 

（１）食べ残される量はどのくらいですか。 

 ア 宴会やパーティ等の大人数の飲食の場合 

2 13 26 31 7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30％以上 20％～ 10％～ 5% なし

 

 

 



 イ グループ、家族などでの昼食や夕食等の少人数の飲食の場合 

2 8 34 42

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30％以上 20％～ 10％～ 5% なし

 

（２）食べ残しを減らす取組みを行うようになってから食べ残される量は変わりましたか。 

5 3 11 22 38

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20％以上減 15％減 10％減 5％減 変わらない

 
  取組みを行うようになってから４１店（52％）で５％以上の削減効果がでているそうです。  

（３）食べ残しが多い食事形態はどのような場合ですか。（複数回答可） 

13

9

15

36

58

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

バイキング形式の食事

子供やお年寄りの多い食事会

人数分を大皿に盛って出すような食事

会社の新・忘年会等の飲食を伴う宴会

 

問４ 県が食べ残しを減らす取組みを推進していく上で、どのような取組みが最も重要とお考え

ですか。 

9

23

27

37

42

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

その他

消費者団体や飲食業界等と連携し、イベントの開催、標語の募集

等、県民が参加する取組みを行う

「おいしいふくい食べきり運動」について積極的に広報を行う

食べ残しが多い現状を周知し、食べ物を大切にする運動を展開する

食育の一環としてバランスの良い食事や食べ残しをしないことを教

える

 



 

問５ 県にご協力いただける項目は何ですか。（複数回答可） 

5

20

23

32

64

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

食べ残しを減らす取組みの取材対応

イベント等における食べ残しを減らす取組みの紹介

お客様へのアンケート調査

お客様へのちらしの配布

 

取材対応にご協力いただけるお店を報道機関等にご紹介しています。 


